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智頭町での検討結果



智頭町 近年の間伐路網整備動向
緑色 スギ、ヒノキ林
民有林の７７％を占める

茶色 間伐実施区域

桃色 幹線路網から３５０ｍ



林業専用道開設検討場所要件

・幹線路網から３５０ｍの区域外

・施業履歴が近年あまりない場所

・2級林道以上の路網から尾根にアクセス
⇒１０ｔトラック、架線集材の効率化、地盤安定

・できるだけ勾配の緩い場所で開設

⇒経費圧縮（構造物原則なし）、路網安定

・地すべり区域をできるだけ避ける



林業専用道開設場所検討の過程で

２ 山腹中腹は地山傾斜が連続して緩い場所が少なく
、尾根へのアクセス、中腹を活用した長距離の林業専
用道開設が困難

１ 尾根の地山傾斜は緩いが幹線路網から直接アク
セスができる場所が少ない。

３ 開設中or工事が諸事情（智頭町の財政事情）で停
止している林道も存在

４ 谷突っ込みの林道を中心に、３級相当のものが多
く、２ｔ（４ｔ）程度のトラックしか入れない。
⇒林業専用道を開設しても１０ｔトラックは入れない



３級林道 幅員２．５ｍ



智頭町 路網空白地帯の状況

穂見山線STOP
桃色 幹線路網から３５０ｍ

緑色 スギ、ヒノキ林



林業専用道検討区域 智頭町真鹿野付近

真鹿野集落奥と大屋集落奥の岡山県境付近西側に２級林道草原津谷線、東側に３級林道半田奥線中腹付近は急傾斜地で作業道を開設しにくい多くがスギ、ヒノキ林（資源充実）間伐はあまり実施されていない幹線路網から３５０ｍの区域外

草原津谷線

半田奥線

検討区域

草原津谷線から尾根に林業専用道を開設



２級林道 草原津谷線 幅員４ｍ林道



今回計画した林業専用道入口



林業専用道 真鹿野側ルート

林業専用道起点

草原津谷線



林業専用道 大屋側ルート

林業専用道終点

旧大屋県行造林地は尾根付近も急傾斜 要構造物（＝林道レベルでないと開設困難）



林業専用道の活用

尾根に向かって作業道を開設傾斜が急で作業道開設困難架線集材（ウッドライナー、タワーヤーダ－等）



林業専用道 真鹿野大屋線概要

○総延長 約２６００ｍ ○車道幅員 ３ｍ

○縦断勾配 基本 １０％以下

最大 １４％（入口付近等）

○地すべり地帯 なし

○利用区域 約１００ｈａ

（集落有林、共有林、個人有林）

過去５年の施業履歴はほとんどない

○関係林班 ４０６ ４０７ ４０８ ４１０

（森林経営計画 未樹立）


